
徳島県では、醤油や砂糖で甘めに煮た金時豆と、その時の旬の食材を
酢飯に混ぜ合わせて作る「ばら寿司」の食文化があり、お祭りや節句など
の祝い事の席で親しまれてきました。
徳島県はもともと米の育ちにくい土壌であったため、米の代わりに様々な
具材をたっぷりと加えて量を増やそうと考えたことがこの郷土料理の始まり
と言われています。作り方は、炊き上がったご飯にすし酢を合わせ、錦糸
卵や野菜とともに甘く煮た金時豆を加えて、具材をくずさないようにさっくり
混ぜます。甘さと酸味のバランスがよく、見た目も華やかな郷土料理です。
地域に伝わる食文化を大切に受け継いでいきたいですね。

｢金時豆入りばら寿司｣徳島県の郷土料理

保護者の方へ
１年間の学校保健活動にご理解・ご協力をいただき、ありがとう
ございました。保健室では、着替えが必要な場合があるため、制
服や体操服の寄付を受け付けています。特に、半袖体操服の
上下（M～Lサイズ）と半袖制服の上が不足しております。ご協力
いただけるとありがたいです。どうぞよろしくお願いいたします。

心電図検査 (１年生のみ) ： ４月２８日（火）
耳鼻科 (１年と２・３年の対象者) ： ５月２１日（木）
歯科（全学年） ： ６月１１日（木）
眼科（全学年） ： ６月２２日（月）
尿検査 （全学年） ： 未定

来年度の健康診断の予定

内科
１年：６月 ３日（水）
２年：６月１７日（金）
３年：４月３０日（木）
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保健室来室状況（Ｒ８.２.２５現在)

4月から2月までの期間で、保健室を利用した人は、内科
的理由が310人、外科的理由が195人で、合計505人となり
ました。内科的理由（頭痛、腹痛、倦怠感など）が6月に多
いのは、高湿度に加えて低気圧の日が多いため、自律神
経が乱れやすくなったと考えられました。また、外科的理由
（すり傷、打撲、捻挫など）が11月に多いのは，バスケット
ボールをした時に突き指をした人が多かったからでした。
これからも元気に学校生活を送れるよう心がけましょう。

鳴門市第二中学校
R８.３.３

～体操服・制服の寄付について～

３月となりました。春は出会いと別れの時期です。進学や進級で、親しい
友達と別れて寂しくなったり、新しい環境で頑張れるかなと不安になったり
する人もいると思いますが、きっと大丈夫です。これまで過ごしてきた日々
を忘れずに、自信を持って、いろんなことにチャレンジしてみましょう。
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